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本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用に当たっては、 
地元の地形・地質や防災等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 



 

調査成果図について 
人工地形及び自然地形分類図                                                   災害履歴図(4 種類） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用分類図［第 1 期 1905（明治 38)年頃］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用分類図［第 2 期 1964（昭和 39)年頃］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用に当たっては、 
地元の地形・地質や防災等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 

①土地状況の変遷情報 

人工地形及び自然地形分類図 
土地状況の変遷情報のうち、地形の変遷を表した図です。本調査

成果図では、人工地形及び自然地形を重ねて「人工地形及び自然地
形分類図」にまとめて、最新の 25000 電子地形図を背景に使用して
作成しています。 

・自然地形分類図 
土地本来の自然地形である山地・丘陵地、台地、氾濫原低地、自然

堤防、旧河道、湿地、三角州・海岸低地等に分類した図です。なお、
現況の人工改変地にあっては改変前の自然地形を復元し分類してい
ます。 

・人工地形分類図 
人工地形分類図は、宅地造成等に伴って地形が改変されている範

囲を、最近の空中写真や地形図等を利用して抽出し、土地の改変状
況によって「人工平坦地」や「盛土地」等に分類した地図です。 

土地利用分類図 
明治期（現在から概ね 120 年前）と昭和 30 年代（同概ね 60 年前）

の、2 時期の土地利用状況を復元し、分類した図で、最新の 25000
電子地形図を背景に使用して作成しています。 

土地利用の区分は、田、沼田（明治期のみ）、畑、果樹園、樹木畑、
森林、荒地・海浜等、湿地、建物用地、交通施設用地、その他の用地、
水部（内水面）となっています。 

・土地利用分類図［第 1 期 1905（明治 38)年頃］ 
1905(明治 38)年当時の旧版地形図をもとに、土地利用を判読し

て作成しています。 

・土地利用分類図［第 2 期 1964（昭和 39)年頃］ 
1964(昭和 39)年当時の旧版地形図をもとに、土地利用を判読し

て作成しています。 

②災害履歴情報 

災害履歴図 
浸水状況、地震被害、地盤沈下等の既存資料図を基に、被害分布等

の図にとりまとめて編集し、最新の 25000 電子地形図を背景に使用し
て作成しています。 

・災害履歴図［水害］ 
浸水域 

昭和 61(1986)年 8 月台風第 10 号 
平成 6(1994)年 9 月 22～23 日の大雨 
平成 23(2011)年 9 月台風第 15 号 
令和 1(2019)年 10 月令和元年東日本台風 

越水箇所、決壊箇所 
平成 6(1994)年 9 月 22～23 日の大雨 

・災害履歴図［地震災害その 1］ 
1978 年宮城県沖地震による施設被害、地盤被害及び建築物被害の集

中した地域 

・災害履歴図［地震災害その 2］ 
平成 23 年(2011 年）東北地方太平洋沖地震東日本大震災（2011 年

3 月 11 日 14:46 発生）による主な宅地地盤被害（仙台市、塩竃市）、
津波浸水区域(6 市町）、地盤の液状化 

・災害履歴図［地盤沈下］ 
地盤沈下等深度線（1974∼2006 年累積） 
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③ 令和 1(2019)年 10 月 令和元年東日本台風 

地震災害 
● 1978 年宮城県沖地震及び 2011 年東北地方 
  太平洋沖地震における仙台地区地震被害の 
  発生分布 
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仙台地区は、西側から丘陵地、台地、低地に分けられ、その間を七北田川、名取川・広瀬川などが南東に
流れ仙台湾に注いでいます。広瀬川沿いには河川によって形成された台地（広瀬川台地）が発達しており、
台地上に仙台市の中心市街地が広がっています。市街地に近接している丘陵地（七北田丘陵、青葉山丘陵）
では住宅団地の建設に伴う宅地造成によって地形改変が行われています。仙台湾沿いの平野部には河川が運
んだ土砂などによって形成された低地（宮城野平野）が広がっています。 

標高区分図とは標高に応じて色分けした地図です。詳細な地形の起伏がカラー表示されており、地形の特
徴を直感的に理解することができます。西側から丘陵地（茶色）、台地（黄色）、低地（水色～紫色）と標高
が低くなっている様子が見られます。 

低地の中でも、過去の洪水時に土砂がよく堆積する河川沿いは比較的標高が高く、土砂の堆積があまり及
ばない河川から離れた海沿いでは特に標高が低いことが確認できます。 

【自然地形分類図（成果図）より部分拡大】 【標高区分図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5m メッシュ」より作成 

① 地形を生かした仙台のまちづくり 

２ 

●自然地形分類図から、仙台地区の特徴的な地形を見ることができます。 ●標高区分図から土地の傾斜の様子を見てみましょう。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【自然地形分類図（成果図）より部分拡大】 

仙台城は、広瀬川を外堀に
見立てられ丘陵地の深い森
や急峻な崖などの自然地形
を生かして築かれた山城で
した。城下町は広瀬川をはさ
んで城の東側に広がる台地
上に築かれました。 

台地は低地と比べて標高
が高く地盤がしっかりして
いるため洪水や地震などの
自然災害に強く、また、舟運
による物流を行うための広
瀬川がすぐそばにあるため、
地形や立地特性を生かした
まちづくりに適していまし
た。 

【仙台市 HP –  四ツ谷用水発見事業より】 

３ 

城下町は、武家屋敷（右図では侍
屋敷、黄色で表示）が大半を占めて
おり、伊達政宗は屋敷内に屋敷林
を作らせました。屋敷林は建築材
料として使用できるほか、果樹を
植えることで食料を確保できるな
ど、多くの役割を持っており、人々
の生活を支えていました。 

こうして屋敷林が町全体に広が
り森のような景観へと変貌を遂げ
た城下町は、周りを囲む丘陵地の
原生林と一体となっていたことか
ら「杜の都」と呼ばれるようになっ
たと言われています。 

四ツ谷用水とその地下水は屋敷
林の繁茂を促す効果もあったと言
われており、緑豊かな原風景が生
まれたのも地形と水が関係してい
ると言えそうです。 【仙台市史より 仙台城下の概略図】 

【標高区分図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5m メッシュ」より作成 

台地上に築かれた城下町で
は、生活に必要な水の確保が困
難でした。そこで、広瀬川の上
流部に堰を設けて取水し、城下
へと導く四ツ谷用水が築かれま
した。 

四ツ谷用水は南東にわずかに
傾斜する台地の特性を生かして
水が自然に流下するように造ら
れ、町全体を潤しました。さら
に、水を浸透する特性をもつ台
地は地下水を補う効果をもたら
し、町の発展に寄与してきまし
た。 

現在、四ツ谷用水は暗渠化や
埋め立てが進んで姿を消してし
まっていますが、遺構としてわ
ずかに残っており、当時の四ツ
谷用水を偲ぶことができます。 

➊ 仙台城と城下町 

❷ 四ツ谷用水 

❸ 杜の都の由来 

❹ 貞山運河 

【仙台市HP より ケヤキ並木】 

貞山運河は、阿武隈川から松島
湾まで海岸線沿いに延びる運河
で、全長が約 31.5km あり、日本一
長い運河です。 

陸上交通が発達する以前は、舟
運による物流が行われていまし
た。伊達政宗は晩年の頃、舟で大量
に物資を輸送するため、貞山運河
の建設を命じ、明治中期に完成し
ました。運河を通ることで、仙台湾
へ出る必要がなくなったため、仙
台城下まで安全に物資を輸送する
ことができるようになりました。 

貞山運河という名称について
は、明治時代に発案者である伊達
政宗の偉業を讃えるため、政宗の
贈り名にちなんで「貞山堀」と命名
されたと言われています。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
仙台市は仙台城と東側の広瀬川台地上の城下町を中心に市街地が発展しています。高度経済成長

期以降、市街地の拡大に合わせて、隣接する青葉山丘陵東部や七北田丘陵南部などで住宅団地が開
発されるようになりました。市街地東側の宮城野平野などでも、道路整備などと合わせて宅地や流
通・工業用地の造成が進むようになりました。 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 

❷低地内の盛土地 

❶丘陵地内の人工平坦地 

中心市街地に隣接する丘
陵地は起伏が小さく、谷が細
かく密集し尾根の高さがほ
ぼ揃っているといった地形
的特徴のほか、ほとんどが森
林だったことなどが宅地造
成を容易にする条件となり、
昔から開発が盛んに行われ
ています。 

丘陵地では尾根の部分を
切土して得られた土砂で谷
を埋めて平坦化している可
能性が高く、谷埋め盛土の部
分では地震時の地盤や施設
などの被害と大きく関係し
てきます。 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 

市街地の拡大によって、平
野部では市街地に近い場所
から徐々に宅地化が進み、現
在は盛土を伴う宅地が広く
分布するようになっていま
す。さらに近年は特に標高の
低い海岸近くの土地にも区
画整理などによる宅地整備
が見られるようになりまし
た。 

もともと軟弱な地盤に盛
土した場所は地震の揺れが
増幅されやすくなるほか、液
状化被害の可能性が高くな
ります。 

②人の手による土地の改変 

❶ 

❷ 

４ 

●地形分類図の人工地形から、仙台地区の人工地形の広がりを見ることができます。 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 



 
 

 

 

●明治期の土地利用分類図                                   ●昭和期の土地利用分類図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【土地利用分類図[第１期 1905(明治 38)年頃］(成果図)より】                                  【土地利用分類図[第 2 期 1964(昭和 39)年頃］(成果図)より】 

 

 
 

③土地利用の移り変わり 

1905(明治 38)年頃の仙台地区は、広瀬川台地上に広がる人口約 10 万人の仙台市中心
部市街地が目立っています。その他に七北田川沿いの岩切、奥州街道（国道４・６号）
沿いの植松、海岸部の塩竃等で大きな集落が見られ、南部の阿武隈川左岸に位置する岩
沼でややまとまった規模の市街地が認められます。 

丘陵地は概ね森林に覆われ、平野部では水田が広がり、集落は低地よりもやや高い自
然堤防や砂州・砂碓上に立地しています。また海岸線沿いの浜堤列は幅 500ｍ前後の樹
林帯が見られます。 

昭和期になると、人口が約 50 万人に増えた仙台市街地の建物用地は平野部にも面的
に広がり、丘陵地では大規模な住宅団地が造成されているのが見えます。海岸部の塩竃
市では塩竃湾周辺で市街地が拡大し、多賀城周辺と連続した市街地を形成しています。 

低地の土地利用は明治期と大きく変わりませんが、南部の砂州・砂碓の背後に名取市
と岩沼市に跨って仙台空港が見えます。 
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●平成期の土地利用分類図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国土数値情報 土地利用細分メッシュ 2016(平成 28)年度データによる】 
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仙台市は 1987(昭和 62)年に全国で 11 番目の政令指定都市となりました。当時の人口は約 90 万
人でしたが、平成に入ると人口は約 108 万人に増加しました。しかし令和に入って人口は約 110 万
人にとどまり、微増傾向が続いています。 

仙台市街地は四方に面的に拡大し、丘陵地では切り盛り造成による平坦地化が進んでいるのがわ
かります。また低地でも田や畑地から建物用地への転用が進んだことにより、仙台市、多賀城市、
塩竃市、名取市は連続した市街地を形成するようになりました。 

●仙台市の土地利用の移り変わりを見る 
◆ 明治期 ◆昭和期 

◆平成期 ◆人工地形及び自然地形分類図 

仙台市街地は広瀬川台地北部の一部を除き、台
地の範囲とほぼ重なるように広がっています。市
街地の西部と東部に大規模な軍用地があります。
軍用地はその他の用地に分類されています。 

昭和期には市街地は、広瀬川台地の全域と宮城野
平野、名取平野まで伸び、七北田丘陵や青葉山丘陵
でも大規模な住宅地が造成されています。しかし市
街地から遠い丘陵地は、まだ森林に覆われています。 

平成期では、市街地は四方に広がり、丘陵地
は建物用地への転換が進みました。そのため、
かつて丘陵地を覆っていた森林の面積は大きく
減少しています。 

仙台市の市街地は七北田丘陵から広瀬川台
地、青葉山丘陵、宮城野平野、名取平野まで広
がっています。丘陵地では切り盛り造成による
開発、低地では盛土による宅地化が進み、田や
畑から建物用地への転用が見られます。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

❶昭和 61(1986)年 8 月 台風第 10 号 
台風 10 号から変わった温帯低気圧の北上に伴い、4 日から 5 日にか

け記録的な大雨となり、仙台地区では総雨量 402mm を記録しました。
この豪雨をもたらした温帯低気圧はほぼ東北地方の海岸線に伴う形で
北上したため、奥羽山系を境として平野部の低い地域に行くに従って多
量の降雨となる里雨型でした。 

昭和 61(1986)年8 月 4～5 日 
死者：5 名 
床上浸水：10,817 戸 
床下浸水：22,158 戸 など(宮城県内) 

＜災害履歴図＞ ＜災害履歴図＋自然地形分類図＞ 

仙台平野を中心に降った大雨により平野部のほぼ全域が浸水しました。また平野部の浸水により上流部の排水機能
が弱まり、市街地を含む広い範囲で内水氾濫を生じ、平野部だけでなく台地の一部（右上図̲A）や丘陵地の小規模な
谷（右上図̲B）などで浸水が生じました。 

④仙台地区を襲った災害（水害） 

７ 

❶ 

❸ 
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❷平成 6(1994)年 9 月 22～23 日の大雨 
日本海中部に寒気を伴う低気圧が停滞したため、大気の状態

が不安定となり、宮城県を中心に浸水被害が発生しました。 
名取市、岩沼市を中心に断続的に激しい雨が降り続き、総降水
量が 500mm を越え、越水、決壊が発生しました。 

❸令和 1(2019)年 10 月 令和元年東日本台風 
令和元年東日本台風の影響により、東北地方では 12 日の夕

方から 13 日の明け方にかけて局地的に猛烈な雨となり、広い
範囲で河川の氾濫が相次いだほか、土砂災害や浸水害が発生
しました。宮城県内では、南部の丸森町周辺で大きな被害を
生じた豪雨でした。 

平成 6 (1994)年9 月 22～23 日 
床上浸水：3,317 戸 
床下浸水：4,865 戸 など(宮城県内) 

令和 1(2019)年10 月 12～13 日 
死者：19 名 
床上浸水：1,614 戸 
床下浸水：12,151 戸 など(宮城県内) 

＜災害履歴図＞ ＜災害履歴図＋自然地形分類図＞ 
＜災害履歴図＞ ＜災害履歴図＋人工地形分類図＞ 

宮城野平野では、海岸低地や湿地などの標高が低く水はけが悪い地形で広く浸水しました。一方、川が運
んだ土砂などが積み重なって作られた自然堤防（右上図̲A）や波が運んだ砂が海岸沿いに積み重なって作ら
れた砂州・砂堆（右上図̲B）など、周りの低地よりわずかに高い地形では浸水を免れました。浸水を免れた
土地と地形の関連性がみられます。 

８ 

浸水域と人工地形分類図を重ね合わせてみると、低地内の盛土地はほとんどが浸水から免れていますが、
盛土の高さが十分でない場所（右上図̲A）では部分的に浸水しています。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④仙台地区を襲った災害（地震災害） 

9 

仙台地区に影響を及ぼす地震は主に太平洋沖合で発生する地震と、
陸域の浅いところで発生する地震があります。 
太平洋沖合の地震としては日本海溝付近で M8 クラスの巨大地震が発
生しています。この規模の地震は津波による被害も記録されています。 

また、仙台市に大きな被害が発生した 1978 年宮城県沖地震の震源域
は M6～7.9 規模の地震が集中しています。震源域は比較的陸に近い
ため地震の揺れによって大きな被害を受けることがあります。 

2011 年に発生した平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震は M9 の
巨大地震で、震央位置は過去の M8 クラスの巨大地震よりも陸に近く、
巨大な津波により沿岸部に未曽有の被害 が発生しました。平成 23 年
(2011 年)東北地方太平洋沖地震発生以降も、M7 規模の余震とみられる
大きな地震が発生しています。 

陸域の地震で M7 クラスの大きな地震は、1900 年の宮城県北部地震
（M7.0)や平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震（M7.2）などがあ
ります。 

●仙台地区の災害史（地震・津波災害） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●1978 年宮城県沖地震及び 2011 年東北地方太平洋沖地震における仙台地区地震被害の発生分布 

建築物被害のうち木造建築物の被害が多く発生しています（図 1）。名取平野では長町や郡山、
上飯田、遠見塚で、宮城野平野では荒井などで多くの被害が発生しています。また広瀬川台地
を挟んで北部の七北田丘陵の南光台や台原、黒松、南部の青葉山丘陵の向山、緑ヶ丘などでも
被害が発生しています。 

地形で見ると、平野部は氾濫原低地や湿地を盛土造成した地区に被害が集中しており、丘陵
地は切り盛り造成した人工平坦地（宅地）で被害が集中しています。 

他に広瀬川台地の砂礫台地上でも非木造建築物の被害が発生しています。地盤は良いが仙台
市の中心市街地となるため、多くの建物のごく一部に被害がありました。建物数が多いため、
被害箇所も多く見えています。 

1978 年宮城県沖地震の木造建築物被害と地形の関係 
主な宅地地盤被害は七北田丘陵の燕沢や南光台、黒松、青葉山丘陵の八木山本町や緑ヶ丘など、

切り盛り造成による人工平坦地（宅地）で発生しています。 
地盤の液状化は丘陵地では七北田丘陵の南光台や桜ヶ丘、青葉山丘陵の緑ヶ丘で発生してい

ます。これらの地区は丘陵地を切り刻んだ谷に沿って軟らかい土砂などが積み重なってできた
谷底低地に、盛土造成して宅地化されたところです。また低地では宮城野平野の新田東、苦竹、
卸町東や名取平野の長町で発生しています。これらの地区は湿地や氾濫原低地を盛土造成して
宅地化されたところです。 

地盤の液状化は過去に液状化が発生した土地で液状化対策をしていない場合、再度発生する
ことがあります。 

2011 年東北地方太平洋沖地震の地震災害と地形の関係 

仙台地区災害履歴図は 1978 年宮城県沖地震の木造・非木造建築物被害と建築物被害の集中した地域、及び 2011 年東北地方太平洋沖地震の主な宅地地盤被害と地盤の液状化発生地
域を編集し作成しています。 

図１．1978 年宮城県沖地震の建築物被害分布図 図２．2011 年東北地方太平洋沖地震の主な宅地地盤被害及び地盤の液状化分布図 
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伊達政宗が築き上げた新しい文化は、その後さまざまな方面への広がりを見せ、現在の仙台に暮ら
す人々の生活にも深く根付いています。 

 

引用：宮城県「みやぎ・仙台 日本一！百選」 

⑤ 伊達政宗より受け継がれた文化 

11 

❶政宗が育んだ”伊達”な文化 

引用：日本遺産ポータルサイト「政宗が育んだ”伊達”な文化」 
 

仙台藩を築いた伊達政宗は、戦国大名で
ありながら、時代を代表する文化人でもあ
りました。 

伊達家で育まれた伝統的な文化を土台
に、桃山文化の影響を受けた豪華絢爛、意表
を突く粋な斬新さ、海外の文化に触発され
た国際性などを取り入れながら、独自の文
化を築き上げました。 

「政宗が育んだ”伊達”な文化」は文化庁
の審議を経て、平成 28 年に日本遺産に認定
され、認定された文化遺産の歴史的魅力を
国内外に発信し、地域の活性化と交流の促
進につなげています。 

❸仙台発祥の物産 

〈伊達政宗の文化の広まり〉 

〈伊達政宗と仙台藩の文化〉 

・時代を超えた広がり 
政宗の文化は次代の藩主たちに受け継がれました。 
仙台東照宮などの建築物には、政宗の志向した豪華絢

爛さがうかがえます。 

・全国への広がり 
仙台の地の歌枕が江戸へ伝わり、松尾芭蕉が歌枕の地

を自らの目で確かめようと訪れ、その様子を「おくのほそ
道」で紹介しました。これがさらに大きな影響をおよぼ
し、全国へ広まりました。 

・庶民への広がり 
政宗の文化は仙台城下の町人や職人など幅広い階層の

人々に広がりました。仙台城下が賑わったお祭りや、仙台
藩の御用を務めた職人たちが担っていた工芸品は、仙台
張子や仙台箪笥などへ広がっていき、現在も伝統工芸品
として生き続けています。 

❷仙台三大祭り 
①仙台青葉まつり ②仙台七夕まつり ③SENDAI 光のページェント 

仙 台 東 照 宮 建 立 の 翌 年 の
1655 年に、二代藩主伊達忠宗の
命により始まった仙台祭が由来
と言われています。 

すずめ踊りで活気あふれる
「宵まつり」と 11 基の仙台山
鉾巡行など絢爛豪華な時代絵巻
が繰り広げられる「本まつり」
が行われます。 

各商店街で巨大な竹に装飾を
施し、その豪華絢爛さを競い合
うお祭りです。 

伊達政宗の時代から伝統行事
として受け継がれており、民俗
学上中暦と呼ばれる 8 月 6～8
日の 3 日間にわたって開催され
ます。 

「冬の仙台を明るくしたい」
「杜の都を光の都へ」という思
いで 1986 年に誕生した冬の風
物詩です。定禅寺通のケヤキ並
木に約 50 万個の LED が取り付
けられ、オレンジ色の光が通り
を温かく灯します。 

① 牛タン焼き ②冷やし中華 ③笹かまぼこ 
1948 年、仙台の焼き鳥店

「太助」の初代店主が牛タン
焼きの専門店を開業したこと
が起源とされています。 

炭火で焼いた味付け牛タン
に、麦飯とテールスープ、味
噌漬け南蛮がついたセットが
定番の定食になっています。 

1937 年、夏の売上減の解決
策と七夕の目玉商品の開発に
ついて中華料理店で会合が行
われ開発されたのが起源とさ
れています。 

麺の上に載せられたきゅう
りやハム、卵などの具材が、彩
りのある七夕の飾りを彷彿さ
せられます。 

明治初期にタイやヒラメの
大漁が続き、その利用と保存
のために魚をすり身にして手
のひらで叩き、笹の葉の形に
焼いたものが起源と言われて
います。 

機械による大量生産や真空
包装が登場したことによりお
土産品として大きく飛躍しま
した。 

引用：日本遺産ポータルサイト「政宗が育んだ”伊達”な文化」 

引用：仙台市観光課 引用：仙台市観光課 引用：仙台・青葉まつり協賛会 



 

 

 

インターネットでデータを入手 

〇国土交通省 国土政策局 総合計画課 国土管理企画室 

〇国土地理院(地図・空中写真・地理調査) 

〇産業技術総合研究所(地質調査総合センター) 

あるいは『土地履歴調査』でネット検索 

など 

https://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/inspect.html 

https://www.gsi.go.jp/tizu-kutyu.html 

https://www.gsi.jp/ 
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